
経務言命
語1t+巷第二罪

白由主義経済を守る道・・ ・・・・伊 藤 寛 1 

ブルック・ファーム・・・ ・・・・・穂積文雄 16 

日本海運業における減価償却の

生成過程(モむ三)・・回目・回目……......".高 寺 貞 男 37 

司馬遷の商業観…ー・
一一

ヰ
寸田桑

書評

井上忠勝者一

『アメリカ経営史j...... ー...........・・三 島 康 雄 70 

昭和三十七年八月

京 郡太号絞済事奮



4
U
曜
心
商
車
問

司

馬

遷

のj

商

業

観

は

し

フò~

さ

司
馬
遼
が
史
記
の
川
柳
述
に
従
事
し
た
の
は
、
彼
が
父
談
の
遺
帽
を
う
け
、

主
た
太
史
令
、
と
な
っ
た
、
ム
一
山
間
開
武
帝
一
山
封
コ
年

(
B
・
c
a
O八
年
〉
か

ら
一
、
開
帝
始
元
三
年
(
日
・

C
八
円
年
)
に
い
た
る
二
十
五
作
同
で
あ
っ

た
と
き
れ
る
。

2
 

選
自
ら
言
う
よ
う
に
、
彼
は
侠
凶
の
龍
門
に
生
ま
れ
、
耕
作
牧
市
に
従

事
L
、
十
歳
で
古
文
の
経
書
を
陪
蒲
し
、
二
十
蔵
で
南
は
長
乱
・
惟
水
に

遊
び
、
会
稽
山
に
登
り
、
況
水
湖
水
に
市
川
を
浮
か
べ
、
北
は
放
水
・
利

水
を
わ
た
り
、
古
河
併
の
都
に
学
業
を
習
い
、
孔

f
の
辺
夙
を
観
、
郷
射

の
礼
を
行
い
、
彰
城
東
・
楚
を
経
て
帰
っ
た
。
仕
官
し
て
郎
中
と
な
り
、

命
を
奉
じ
て
巴
・
切
に
遠
征
し
、
刊
信
昆
珂
の
地
を
攻
略
し
た
。
そ

の
う
ち
叉
の
死
に
遭
い
、
孔
子
春
秋
の
意
凶
に
の
っ
と
り
修
史
の
造
託
を

う
け
た
。
天
棋
二
年

(
B
-
C
九
九
午
)
に
い
た
り
、
李
陵
町
一
禍
を
う
け
、

腐
別
に
処
さ
れ
た
。
や
る
せ
な
い
憤
滋
は
彼
を
駆
っ
て
い
よ
い
よ
卑
記
編

第
九
パ
ソ
昌

Lコ
第

号

五
ノl、

桑

悶

幸

迩
に
専
念
・
迦
進
せ
し
め
る
こ
と
、
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
e

史
記
い
馴
述
の
若
木
的
態
度
と
し
て
可
馬
遷
は
、
「
述
べ
て
作
ら
ポ
」
と

い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
上
に
述
べ
来
っ
た
経
枠
、
彼
が
史
記
嗣
述
に
岩
手
・

専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
な
り
、
発
慣
の
次
第
な
り
か
ら
容
日
朝
に
推

察
し
得
る
上
う
に
、
冷
厳
な
史
官
的
態
府
民
の
中
に
も
、
棋
の
、
と
く
に
武

廿
の
治
世
を
「
乱
世
」
と
み
る
批
判
的
精
神
が
散
見
せ
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
、
半
武
木
紀
は
も
っ
ぱ
ら
神
仙
の
術
や
鬼
神
の
叩
り
の
一
記
述
に
終
始
し

て
い
る
の

r対
し
、
平
準
書
は
文
・
景
時
代
の
経
済
的
繁
栄
を
前
欣
し
た

あ
主
で
、
武
市
叩
時
代
の
単
問
主
義
的
結
岡
政
策
に
よ
る
経
済
統
制
を
詳
述

し
、
人
民
大
衆
や
経
済
界
の
蒙
つ
仕
被
害
や
怨
阪
の
感
情
を
描
写
し
て
い

ス
w
pそ

れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
武
帝
五
十
五
年
の
治
世
を
通
じ
概
端
な
抑
圧
・
統

制
古
豪
り
衰
滅
に
糊
し
た
「
品
業
」
な
り
「
商
業
人
」
に
つ
い
て
、
司
応

遷
の
史
版
は
か
な
り
同
情
的
で
あ
る
。
貨
殖
川
刈
伝
を
独
立
さ
せ
て
、
儒
林

列
伝
な
ど
主
併
立
対
置
さ
せ
た
彼
の
意
凶
も
察
す
る
に
難
く
な
い
内



商
菜
民
閣
す
る
司
尻
町
選
。
意
見
を
軽
四
年
す
る
王
、
つ
ぎ
の
=
一
叫
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
〉
古
る
。

一
向
楽
は
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
に

ど
り
よ
う
な
地
政
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
か
ω

商
業
の
社
会
・
経
済

的
機
能
。

二
商
業
の
経
営
に
当
る
人
聞
は
ど
の
よ
う
な
識
見
・
能
力
を
具
、
ん
て

い
る
か
、
ま
た
円
?
え
て
い
る
べ
き
か
。
商
業
経
営
高
の
人
間
像
。

三
商
業
に
対
す
る
岡
山
北
町
政
策
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
高
栄
之
政

治
と
の
附
述
。

計
旬

以
F
、
順
を
追
う
て
彼
の
商
巣
観
全
う
か
が
う
こ
と
に
し
k
ゎ。

川
山
下
宜
止
、
山
人
弘
前
述
年
代
巧
、
山
下
先
生
還
府
記
怠
京
洋
史
論

文
集
一
八
二
月
鮒
鶴
声
師
、
司
馬
足
年
弛
刊
は
、
杭
利
二
午
、
史
記

始
め
て
成
る
征
和
三
年
、
史
コ
刊
の
筆
を
絶
つ
之
L
C
い
る
。

ω
史
記
列
伝
、
太
史
公
山
序
第
b
ー
よ
り
型
出
c

史
記
の
原
主
は
前

務
印
書
館
百
柄
本
一
一
十
四
史
、
邦
訳
は
筑
摩
書
房
、
附
界
文
凶
f
大
系

史
江
山
〈
小
竹
士
夫
・
小
竹
此
夫
訳
)
ま
た
は
ね
波
父
町
、
加
臨
繁
訳

註
史
記
平
準
苫
・
慎
吾
食
貨
志
に
よ
る
(
以
下
村
な
じ
)

川W

同
右
十
二
民
、
来
所
相
述
故
事
品
作
文
川
其
刊
信
、
井
所
調
作
也

川
刊
至
今
上
即
位
数
歳
漢
興
じ
十
余
年
之
同
国
家
無
事
司
迎
水
早
ー

ι民

氏
周
人
結
家
足
部
印
院
内
問
山
首
府
而
府
刷
会
貨
肘
京
町
之
銭
累
わ
万
貫

朽
刑
不
可
校
大
企

Y
張
関
川
川
相
同
充
抗
出
制
於
外
司
J

腐
敗
不
可
食

陽
可
告
緒
川
天
下
得
民
財
物
以
低
品
奴
叫
以
千
万
世
川
大
県

司
馬
連
り
商
業
矧

数
百
削
小
県
白
人
需
頃
宅
亦
如
之
於
是
前
賢
中
家
以
上
大
平
破
民
倫
甘

食
好
衣
不
事
面
蔵
之
産
業
是
時
山
東
被
河
見
及
歳
不
登
数
年
人

球
相
金
力
二
一
千
里
(
平
一
一
、
=
一
、
十
四

1
十
六
頁
)

川
w
武
市
時
代
の
財
政
に
つ
い
て
は
州
稿
「
散
不
足
」
と
「
環
不
足
」

(
経
詐
論
議
第
八
六
巻
抗
五
号
)
審
照
。

向
業
の
社
会
・
経
済
的
機
能
に
つ
い

τ

司
出
向
遵
は
史
記
貨
刑
列
伝
の
は
じ
め
に
、
老
子
の
小
国
寡
民
論
会
描
げ
、

こ
れ
を
現
実
の
経
済
政
策
と
し
て
実
施
す
る
に
は
、
人
民
の
経
済
的
欲
望

を
制
限
抑
圧
す
る
こ
と
が
必
虫
で
あ
り
、
訓
成
実
現
し
得
な
い
空
論
に
す

ぎ
な
い
、
と
論
じ
て
い
配
。
司
馬
避
は
人
間
の
木
能
的
欲
望
を
甘
定
す
る
ロ

平
凡
な
人
間
の
集
団
で
あ
る
現
実
社
会
の
経
済
を
論
ず
る
場
合
に
、
平
凡

な
人
同
に
尖
泊
す
る
平
凡
な
欲
望
を
卒
直
に
認
め
る
こ
と
は
、
経
済
川
崎
論

の
前
提
と
し
て
経
済
人
を
組
定
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
儒
家
や
道
家
の

よ
う
に
倫
理
的
あ
る
い
は
理
組
的
な
人
同
を
前
提
し
て
「
寡
欲
」
や
「
鮒

何
ゆ

欲
」
を
説
く
よ
う
な
論
法
は
、
彼
の
採
ら
な
い
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
自

思
考
の
き
わ
め
て
現
実
的
な
側
面
が
み
ら
れ
る
の
す
こ
し
彼
の
一
言
葉
を
拘

げ
て
み
よ
う
。

料
提
以
前
の
こ
と
は
わ
た
し
も
知
ら
な
い
が
、
詩
」
「
市
己
に
述

べ
て
あ
る
氏
・
夏
の
時
代
以
降
左
も
な
れ
ば
、
耳
円
は
美
戸
美
包
の
好

み
ん
往
き
わ
め
よ
う
と
し
、
日
は
牛
羊
の
美
味
を
き
わ
め
よ
う
と
し
、
身

第
九

O
巷

一
一
一
二
第
二
号

E 
A九



司
山
山
避
の
商
諜
慨

は
逸
楽
に
安
ん
じ
、
心
は
権
勢
才
能
の
栄
一
羊
A
V
誇
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
習
慣
が
し
だ
い
に
人
民
の
心
に
し
み
こ
ん
で
か
ら
も
う
久
し
い
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
老
干
白
一
日
う
よ
う
な
抄
論
で
は
、
た
と
い
軒
並

み
に
説
い
て
ま
わ
っ
た
と
し
て
も
、
民
を
感
化
す
る
な
ど
、
と
う
て
い

」
う
ど
る

望
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
さ
T
、
山
凶
に
は
材
木
竹
・
穀
・
紐
・

悩
う

ycf

蕗
・
ま
な
ど
が
多
く
、
山
京
は
魚
・
塩
・
漆
総
及
び
美
女
を
産
す
る

こ
と
多
く
、
以
上
が
物
症
の
概
略
で
あ
る
が
、
み
な
中
国
人
民
の

変
好
す
る
も
の
で
あ
り
、
世
俗
の
被
服
し
飲
食
し
、
住
者
主
義
い
死
者

主
ミ
ラ

を
送
る
具
で
あ
る
。
そ
こ
で
農
を
ま
っ
て
企
い
、
虞
を
ま
っ
て
材
を
出

し
、
工
を
ま
っ
て
加
工
し
、
向
を
ま
っ
て
有
無
を
迎
ず
る
。

財
の
種
類
が
少
な
く
、
人
聞
の
物
質
的
欲
望
も
限
定
さ
れ
て
い
た
時
代
、

経
済
発
展
初
期
の
自
然
経
済
的
な
社
会
に
お
い
て
こ
そ
、

ψ
ノ
凶
寡
民
論
が
、

し
た
が
っ
て
商
業
不
要
論
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ひ
と
士
び
消

費
生
活
白
水
車
が
高
ま
り
、
人
氏
が
よ
り
豊
か
な
生
活
に
馴
れ
た
後
に
、

人
為
的
に
欲
望
を
制
限
抑
圧
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
、
し
乙
彼
は
み
る
の

で
あ
る
匂
そ
し
て
最
栄
林
装
工
業
な
ど
の
製
品
を
消
費
者
の
欲
望
に

迎
合
提
供
す
る
こ
主
に
上
っ
て
、
人
民
を
も
阿
山
却
を
も
宵
裕
な
ら
し
め
る

“作

所
に
、
商
業
白
社
会
的
、
経
済
的
機
能
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

社
会
的
分
設
の
も
と
で
各
産
業
部
門
の
聞
に
自
然
的
調
和
川
か
実
現
す
る
状

5
 

態
己
そ
、
「
も
の
の
道
型
に
合
っ
た
、
自
然
の
あ
ら
わ
れ
」
で
あ
り
、
そ

の
中
に
商
業
の
果
す
べ
き
機
能
、
社
入
品
的
地
位
が
見
聞
さ
れ
る
、
と
す
る
。

司
馬
選
の
考
え
方
は
、
き
わ
め
て
自
由
主
義
的
で
あ
り
、
後
に
み
る
よ

都
九

υ巻

ハ

O

第

号

う
に
、
経
済
白
巡
行
は
白
然
に
任
せ
る
の
が
上
策
で
あ
り
、
国
家
権
力
に

よ
る
統
制
は
望
ま
し
く
な
い
、
と
す
る
。
自
由
に
放
任
す
れ
ば
、
尚
人
は

当
然
、
利
益
の
追
求
、
営
利
原
則
に
立
っ
て
行
動
す
る
。
消
費
生
活
に
お

け
る
人
間
の
木
能
的
欲
望
を
宵
定
L
、
そ
の
充
足
を
も
っ
て
経
済
生
活
の

は
標
、
と
み
る
司
馬
選
は
.
そ
の

H
標
達
成
の
手
段
と
し
て
、
社
会
的
分
業

主
常
利
原
則
に
も
と
づ
く
経
済
白
自
由
主
義
的
運
行
と
を
u

是
認
す
る
。
そ

し
て
そ
の
中
に
商
業
の
果
す
べ
き
役
割
を
決
定
し
、
ま
た
両
業
の
社
会
的

な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

前
業
は
社
会
白
進
化
、
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
た

が
、
商
業
に
刻
す
る
自
然
的
風
土
町
一
影
響
も
ま
た
見
逃

L
得
な
い
も
の
が

あ
る
の
司
馬
選
は
こ
の
点
に
も
着
眼
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
史
記
の
夏

本
紀
に
同
の
事
蹟
主
し
て
「
九
州
を
開
き
、
九
遣
を
通
じ
、
九
沢
を
限
L
、

九
山
を
度
っ
た
」
ー
と
し

t
、
尚
古
品
貢
制
の
記
事
を
か
か
げ
て
い
る
。
当

時
の
全
土
を
九
州
に
分
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
質
、
肥
沃
度
、
賦
の
等
級
、

京
径
の
和
類
、
交
通
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
広

大
な
中
国
の
同
土
を
経
済
地
理
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
九
州
そ

れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
析
出
し
、
主
〈
に
九
州
と
国
都
市
一
州
E
D
交
通
に
活

は
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
a
か
え
る
。

司
応
遷
は
さ
ら
に
貨
殖
列
伝
の
中
で
彼
白
ら
の
旅
行
中
の
実
地
の
見
聞

を
も
之
に
し
て
、
全
国
各
地
の
経
済
地
理
的
分
析
を
試
み
て
い
る
。
各
地

の
風
土
、
人
口
、
習
俗
、
産
業
か
ら
歴
史
的
沿
革
に
い
た
ゐ
ま
で
、
制

街
・
適
確
忙
描
写
し
て
い
る
。
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
マ
!
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ



の
平
川
要
課
題
で
あ
る
「
十
日
場
調
企
一
「
士
州
場
分
析
」
に
相
当
す
る
ヰ
納
が

多
く
み
ら
れ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
高
貢
の
記
事
ゃ
、
司
馬
遷
流
の
人
文
地
理
的
考
祭
な
E
を
通
じ

て
「
向
業
」
に
つ
い
て
一
一
い
い
う
る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
は
自
然
地
理

的
お
よ
び
人
文
地
理
的
な
諸
条
件
が
商
品
流
通
の
必
要
度
を
い
ち
じ
る
し

引
り

〈
増
大
さ
せ
る
要
凶
で
あ
っ
た
、
〉
」
い
う
三
と
で
あ
る
。
「
地
大
物
博
L

Lζ

形
容
せ
ら
れ
る
中
闘
の
風
土
の
特
殊
性
は
、
政
治
的
統
一
迦
粁
の
進
行

L

だ
掴
ま
っ
て
、
「
商
業
」
白
成
M
、
発
展
を
促
す
原
動
力
で
あ
っ
た
ろ
う
。

閏
民
の
経
済
生
活
に
お
け
る
「
商
業
」
の
社
会
・
経
済
的
機
能
も
ま
た
、

と
の
中
国
白
田
土
に
お
い
て
は
、
と
く
に
重
か
っ
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
司
馬
遷
は
見
ぬ
い
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

ω
老
T
日
五
治
之
極
郷
凶
相
望
離
狗
立
戸
相
聞
民
各

U
廿
片
食
美
其
服

安
某
俗
楽
其
業
主
老
死
一
小
相
往
米
必
用
此
為
務
純
近
壮
塗
比
ヰ
は
則

幾
強
行
人
戸
大
(
貨
一
頁
)

川
何
例
え
ば
、
土
志
於
道
而
恥
悪
衣
忠
食
者
ト
不
足
与
議
也
(
論
語
旦
仁
)

干
日
飯
疏
企
飲
水
曲
肱
而
枇
之
柴
亦
十
什
其
巾
尖
(
同
述
而
)
何
必
日

刺
亦
有
仁
義
而
己
実
(
孟
子
梁
山
山
ヨ
ト
〉
無
欲
以
飢
其
妙
(
道
徳
経

一
巾
)
且
素
拙
朴
少
私
弘
欲
(
同
イ
九
宰
)
知
足
者
笛
(
同
三
卜
三

骨

平

)
ω
史
記
、
貨
殖
列
伝
(
一
、
二
頁
)
小
竹
訳
(
一
一
い
一
回
二
三
頁

川
刊
同
右
、
周
書
円
最
不
出
則
之
共
食
工
不
山
則
之
共
事
向
不
山
則
-

京
絶
民
不
山
則
財
民
少
肘
阪
少
山
川
山
川
不
昨
芙
此
凹
者
同
所
衣
食
iL

司
町
選
の
商
業
観

原
也
広
大
則
飯
原
小
別
制
L
L

別
官
同
下
則
，
F

出
家
(
二
百
〕

ω
同
右
、
目
引
道
之
附
判
而
は
然
之
験
邪
つ
一
百
)

川
w

司
院
選
の
杭
済
地
判
明
的
問
察
、
分
仰
の
一
一
此
ケ
友
一
市
す
る
と
つ
ぶ
c

。
ょ
う
で
あ
る
ω

(

貨
七
、
八
瓦
〕

一
地
方
又
は
一

一

部

会

一

一
問
中
一
有
邸
沃
野
千
且
向
虞
夏
JL
貢
以
為
上
回
其
氏
師
威

一
一
緒
前
五
穀
地
於
天
7
=
分
之
一
而
人
最
不
過
什
=
一

一
然
量
其
古
什
川
其
六

薙
一
隙
隈
出
之
貨
物
而
多
目

撚
巳
一
北
部
北
朝
置
束
通
一
一
見
口
小
山
多
火
山

一
峡
陽
一
山
方
幅
捺
抗
ム
七
附
会
地
小
人
来
故
其
ほ
益
玩
巧
而

一

一

事

末

也

一
巳
胡
一
ー
亦
訳
野
地
距
丘
町
強
月
沙
石
訓
鉄
折
木
之
山
市
南
御
福

一
一
日
間
興
債
回
近
司
年
洋
町
詫
ヰ
然
同
塞
校
世
千
里
知

一
一
所
不
通
唯
斑
斜
紺
椴
其
日
以
所
多
日
朝
所
鮮
(
略
)

一
関
東
一
川
口
町
人
部
河
京
股
人
部
河
内
周
人
部
河
市
夫
三
河

一
一
在
天
下
之
巾
若
州
足
王
者
所
更
同
也
建
問
各
数
百

一
一
千
一
成
土
地
狭
小
応
入
車
部
同
諸
侯
所
察
会
故
其
俗

一

一

一

級

憤

習

事

(

略

)

の
土
抽
が
広
大
で
産
物
が
性
一
団
。
巾
判
人
の
自
国
礼
讃
の
川
市
套
高

〔
神
魚
、
干
惟
西
岡
〕

コ
E山

~j~ 
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可
日
避
の
尚
業
間

商
業
の
経
営
者
八
企
業
家
)
に
つ
い
て

周
礼
に
「
尚
買
は
貨
陥
を
阜
迎
す
」

E
あ
り
、
詩
経
に
「
布
を
抱
い
て

称
を
貿
う
」
と
み
え
、
日
却
に
は
「
日
中
市
を
な
し
夫
卜
の
民
を
致
し
、
天

下
の
貨
を
国
民
め
、
交
易
し
て
退
き
、
特
そ
の
所
十
得
」
と
あ
る
。
い
づ
れ

も
中
国
に
お
け
る
始
原
的
な
尚
業
の
状
態
を
伝
え
て
い
る
。
だ
が
史
記
の

附
代
と
も
な
れ
ば
、
商
業
は
相
当
進
歩
し
、
商
業
事
象
は
か
な
り
拡
大
・

高
度
化
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
商
栄
を
経
科
す
る
専
門
家
の
姿
を
わ
れ

わ
れ
は
貨
舶
列
伝
の
素
封
家
た
ち
の
中
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
虫
M

机
制
さ

れ
た
資
木
と
、
大
量
の
奴
放
な
い
し
陪
用
労
働
か
結
合
駆
使
し
、

lt
泊

倉
旧
作
な
ど
諸
機
悶
を
脱
り
、
天
ド
に
周
流
し
て
物
通
ぜ
さ
る
は
な
〈
、
そ

の
欲
す
る
所
を
得
さ
し
め
た
前
業
経
常
者
た
ち
の
活
躍
は
、
め
さ
ま
し
い

も
の
が
あ
る

u

司
同
道
が
、
こ
の
よ
う
な
前
菜
経
済
界
の
将
帥
た
ち
か
ら

枇
き
出
し
た
人
間
像
は
い
か
に
あ
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
人
間
像
を

期
待
し
た
か
ω

専
ら
畑
地
列
伝
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う

υ

司
馬
遼
は
ま
ず
副
然
を
説
場
さ
せ
、
そ
の
貨
刑
哲
学
を
諮
ら
せ
て
い
る
o

A
然
は
言
ラ
ロ

戦
争
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
防
怖
を
同
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、

時
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
月
い
る
物
が
わ
か
る
は
ず
で
、
こ
の
二
つ
が
明

ら
か
な
ら
、
万
貨
の
情
態
が
観
察
で
き
る
の
で
す
。
き
れ
ば
歳
阿
佐
が
金

に
あ
れ
ば
豊
作
、
水
に
あ
れ
ば
不
作
、
木
に
あ
れ
ば
機
叫
、
火
に
あ
れ

ひでい叩

ば
平
魁
と
な
る
の
で
、
早
魁
の
時
に
と
モ
あ
ら
か
じ
め
州
を
日
い
集
め
一
、

館
九
心
杏

p~q 

自t

巧

洪
水
の
時
に
こ
そ
あ
b
か
じ
め
可
を
買
い
集
め
る
の
が
、
物
の
道
田
町
で

あ
り
ま
す
。
六
年
目
に
は
虫
作
、
さ
ら
に
六
年
目
に
は
年
越
、
十
二
年

ご
と
に
一
度
の
大
餓
陣
が
あ
り
ま
す
が
、
穀
物
を
売
り
出
す
の
に
、
一

牛
二
十
銭
で
は
州
民
民
を
な
や
ま
L
、

-
4九
十
銭
で
は
尚
人
を
な
や
ま

し
ま
す
。
商
人
が
な
や
め
ば
財
貨
は
流
通
せ
ず
、
県
民
が
な
や
め
ば
田

畑
は
荒
山
出
す
る
の
で
‘
穀
側
は
た
か
く
て
も
八
十
鉛
を
越
え
ず
，
や
す

く
亡
も
三
十
銭
を
制
ら
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
決
向
と
も
に
便
利
で
す
。

売
価
を
公
平
に
し
て
物
価
を
適
正
に
し
、
闘
市
を
経
て
流
通
す
る
物
資

を
之
し
く
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
、
国
を
治
め
る
前
道
で
す
υ

蓄
積
の

道
は
、
な
る
べ
く
完
全
な
品
物
を
手
に
入
れ
る
と
と
も
に
、
永
く
手
一
ん

に
院
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は
や
〈
物
資
を
交
い
抑
L
、
脳
敗
し
た

り
い
た
み
や
す
い
物
を
貯
め
て
お
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
市
制
な

も
の
を
お
え

γ
お
く
の
も
い
け
ま
せ
ん
。
物
資
の
過
不
門
ん
を
考
え
れ
ば
、

物
価
の
一
一
川
低
は
わ
か
る
も
の
で
、
際
立
の

m
Aに
達
す
れ
ば
、
や
が
て

か
な
ら
ず
下
帯
し
、
下
落
の
極
点
に
達
す
れ
ば
、
や
が
て
か
な
ら
ず
騰
貴

す
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
一
日
い
k
き
に
は
、
糞
土
を
拾
て
る
よ
う
に
惜

し
み
な
く
売
り
山
し
、
や
ナ
い
L
ζ

き
に
は
、
珠
正
吉
求
め
る
よ
う
に
惜

し
ん
で
買
い
入
れ
、
物
貨
と
金
銭
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に
流
通
さ
せ
る

の
が
よ
い
り
で
す

と
。
こ
う
し
て
越
は
会
粧
の
恥
を
告
い
だ
の
で
あ
る

G

計
然
に
削
事
L
た

活
菰
は
、
致
仕
の
後
、
陶
の
地
が
全
同
的
流
通
上
に
占
め
る
立
地
的
優
位

を
見
糊
め
、
そ
と
に
移
り
住
み
貨
殖
に
批
判
め
た
。
彼
は
一
百
う
心



商
品
を
蓄
積
L
、
も
つ
は
ら
時
機
を
見
は
か
ら
っ
て
完
民
L
、
人
を

相
手
に
し
な
か
っ
た
。
-
巧
み
に
生
業
を
営
む
唱
は
、
ょ
く
取
引
の

お

相
手
を
選
び
、
あ
と
は
た
だ
時
機
を
逐
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。

主
。
子
貢
は
九
千
を
孔
子
に
受
け
た
後
、
街
に
お
い
て
財
貨
の
屯
税
地
売
を

行
い
、
孔
円
七
寸
守
の
う
ち
最
も
官
み
、
孔
子
の
よ
き
パ
ト
ロ
ン
、
と
も
な

7
に
。
自
圭
は
「
時
変
を
餌
る
を
楽
ん
だ
」
と
い
う
。
景
気
の
変
動
や
、

物
価
の
季
節
的
変
動
や
、
農
作
の
山
J
R
凶
な
ど
を
、
他
人
に
先
ん
じ
て
予
測

す
る
こ
と
が
一
で
き
た
同
一
で
あ
る
ω

か
く
て
そ
の
事
松
は
年
々
倍
増
し
た
が
、

平
常
は
勤
倹
節
約
に
努
め
一
、
時
械
に
投
ず
る
乙
と
抗
獣
猛
前
の
獲
物
に
と

び
っ
く
よ
う
で
あ
っ
た
。
白
斗
ゴ
は
一
H
P
J
G

わ
し
が
財
症
を
貯
え
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
伊
労
円
尚
の
は
か
り
ご
と

や
、
孫
武
・
目
(
起
の
兵
法
を
川
い
、
商
駄
の
宵
国
強
兵
策
を
実
わ
す
る

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
臨
機
応
変
に
働
く
知
恵
が
な
く
、
事
を

決
断
す
る
莞
気
が
な
く
、
物
を
は
下
寸
る
仁
徳
ず
か
な
く
、
守
る
べ
き
こ

と
を
守
る
力
の
な
い
よ
う
な
者
は
、
い
か
に
わ
し
の
術
を
学
ぼ
ラ
と
望

ん
で
も
わ
し
は
教
え
な
い
の
で
あ
る
。

b
kう
釦
ん

つ
り
聞
は
奴
崩
を
愛
貴
1
た
。
人
の
械
う
忠
が

L
乙
い
奴
隷
さ
え
も
引
き

取
っ
て
、
魚
忠
商
買
の
業
に
従
が
わ
せ
た
。
多
数
の
人
々
を
適
材
適
所
的

に
使
役
し
、
各
人
の
能
力
を
十
分
発
揮
さ
世
、
彼
宇
向
井
も
富
裕
に
な
る

よ
う
に
計
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

め
な
ぐ
ら

任
民
は
奈
の
滅
亡
に
あ
た
り
倉
原
の
穀
物
を
容
に
し
た
。
決
楚
相
戦

い
米
殺
が
騰
九
八
す
る
と
、
先
に
他
。
報
傑
た
ち
が
得
た
金
-
ー
は

μく
任

司
馬
選
。
商
業
側

氏
に
帰
L
た。

円
(
楚
七
回
の
聞
に
、
長
安
の
列
候
卦
羽
が
年
資
の
仙
川
hv
頼
ん
だ
が
、

金
貸
た
ち
は
臨
時
し
た

u

口
と
り
紙
杭
氏
は
千
金
を
川
L
、一一一

H
に
し
亡

乱
平
ぎ
、
そ
の
息
を
十
怖
に
し
た
。

さ
て
、
以
上
の
諸
事
例
が
示
唆
す
る
所
を
総
合
す
る
に
、
商
業
粁
常
者

は
た
だ
単
に
商
品
を
右
か
ら
左
へ
伝
々
流
通
し
ζ

利
益
を
む
さ
ぼ
る
E
t
u

う
よ
う
な
、
な
す
~
や
さ
L
い
仕
事
に
終
始
す
る
も
の
で
は
き
ら
き
ら
な
い
。

前
菜
経
営
者
と
し
て
両
茶
の
機
能
を
十
分
に
発
押
し
、
か
つ
は
利
潤
を
獲

得
苔
粧
す
る
た
め
に
は
、
詰
物
資
の
司
山
梨
供
給
の
予
測
、
話
安
・
供

給
と
何
格
と
の
相
関
々
係
、
仙
栴
お
よ
び
公
気
変
動
の
予
測
、
は
て
は
天

文
的
、
人
文
地
即
的
知
識
な
ど
、
専
門
的
識
日
見
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
討
向
性
、
決
断
力
、
臨
機
応
変
の
応
用
力
一
な
ど
が
必
民
と
せ
ら
れ

る
し
、
大
一
昨
・
高
所
か
ら
物
事
を
組
笹
山
し
判
断
す
る
能
力
が
具
わ
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
間
関
係
を
適
切
に
処
理
π
る
抱
力
平
仁
徳
も
必
市
ー

で
あ
る
。
な
お
宝
た
、
商
議
経
営
古
の
似
性
な
い
し
生
活
向
台
民
と
し
て
強

調
せ
ら
れ
る
の
は
「
節
倹
・
勤
労
」
で
あ
る
。
か
の
白
生
は
、
飲
食
を
薄

く
し
哨
歓
を
が
ま
ん
し
、
衣
服
を
節
し
、
働
き
手
の
奴
僕
ー
と
背
楽
を
共
に

し
た
。
任
氏
は
家
誌
と
し
て

わ
が
家
の
田
川
・
牧
場
か
ら
山
川
る
も
の
で
江
く
て
は
消
費
し
な
い
こ

土
。
公
務
の
終
わ
っ
た
後
で
な
く
て
は
、
飲
酒
肉
食
し
な
い
こ
と
。

と
約
束
し
、
こ
れ
が
郷
川
正
の
模
施
と
な
っ
た
の
哲
の
山
口
同
氏
は
一
川
同

h
万

を
叫
阻
み
な
が
ら
そ
の
父
児
子
孫
一
族
そ
ろ
っ
て
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司
馬
連
O
商
業
問

う
つ
む
く
と
き
は
物
を
恰
え
u

あ
い
府
む
く
と
き
は
物
を
取
れ

L

と
約
束
し
あ
い
、
行
商
に
出
か
け
る
こ
と
、
あ
ま
ね
く
浦
郡
諸
闘
に
わ
た

っ
た
u

周
の
削
史
も
節
倹
勤
労
に
は
げ
み
、
た
め
に
洛
陽
の
貧
乏
人
も
富

山
守
に
な
ら
っ
て
尚
売
を
党
え
、
氷
ら
〈
行
尚
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
、
郷

ま
ち

旦
の
邑
を
泊
っ
て
も
わ
が
家
り
刊
を
く
ぐ
ら
な
か
っ
た
@
実
に
節
倹
と
勤

労
は
生
計
を
維
持
す
る
う
え
の
正
道
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
尚
議
経
営
者
と
し
て
の
科
持
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
右
に

4
て
き
た
よ
う
な
、
も
ろ
も
ろ
の
能
力
や
徳
性
を
具
え
た
尚

業
経
営
者
た
ち
が
、
み
づ
か
ら
の
立
場
を
白
覚
し
、
商
楽
人
た
る
こ
之
を

誇
り
と
す
る
に
い
た
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
却
の
当
然
と
吉
え
よ
う
。
元
来
、

商
業
を
恒
但
し
、
商
業
人
を
蔑
視
す
る
思
湖
は
、
先
奈
時
代
以
前
に
お
い

て
は
引
会
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
欲
望
を
絶
つ
こ
と
を
唱
え
、
し

た
が
っ
て
生
障
を
軽
視
し
、
分
業
を
否
認
し
、
L
た
酔
っ
て
商
業
を
も
否

認
す
る
道
家
的
思
想
か
、
農
業
経
済
時
代
の
前
最
的
思
想
|
|
農
業
を
木

業
と
L
、
商
工
業
を
末
設
、
と
み
る
儒
教
的
愉
迎
や
、
首
長
政
策
的
立
場
か2

 

b
商
業
を
抑
圧
せ
ん
と
す
る
法
家
的
思
想
ゃ
に
由
米
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

と
の
よ
う
な
商
業
軽
恨
の
思
潮
は
、
供
代
に
も
か
な
り
強
〈
受
け
つ
が
れ

て
き
た
。
一
一
同
組
や
恵
帝
の
時
代
に
、
向
人
が
身
分
的
に
一
段
低
〈
格
付
け

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
平
準
語
な
ど
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
の
発
朕
に
つ
れ
て
前
業
の
機
能
が
増
大
し
、
商

暗
主
事
象
が
拡
大
・
高
度
化
し
て
く
る
と
、
商
人
の
社
会
的
地
位
も
実
質
的

に
向
上
し
、
い
つ
ま
で
も
古
い
、
狭
い
枠
に
は
め
こ
ん
で
お
く
事
が
で
き
な

第
九

O
巻

一」ノ、

第
二
号

六
凹

く
な
っ
て
き
た
む
司
馬
涯
は
卒
直
に
こ
の
よ
う
な
事
実
を
事
実
と
し
て
承

認
し
た
。
い
ま
や
商
人
は
商
人
た
る
こ
と
を
円
負
し
、
商
業
経
済
判
の
将

帥
た
る
こ
と
を
諮
り
正
す
る
に
至
っ
た
ロ
茶
の
始
山
円
帝
さ
え
、
一
同
商
白
馬
氏

の
保
を
諸
侠
な
み
に
待
遇
し
、
春
駄
ご
と
に
大
臣
主
、
と
も
に
参
朝
さ
せ
た
。

南
阪
の
孔
氏
は
車
騎
を
連
ね
て
諸
侯
の
も
左
に
遊
び
刊
買
の
利
を
あ
げ
た

が
、
民
公
子
然
た
る
所
あ
り
、
彼
の
贈
物
に
対
し
「
俳
閑
公
子
之
賜
」
と

い
ラ
名
が
あ
っ
た
。
曹
の
同
氏
の
桜
山
盟
問
で
、
郷
-
魯
の
地
方
で
は
、
文
学

愛
好
の
風
尚
を
す
て
て
尚
利
に
走
る
も
り
が
多
か
っ
た
。
か
の
つ
ヴ
問
は
車

騎
を
連
ね
て
郡
の
太
守
‘
諸
侯
の
大
臣
と
交
際
し
た
。
そ
こ
で

爵
仏
怖
を
取
ろ
か
、
寸
吋
氏
に
判
乙
か

と
ま
で
喧
伝
さ
れ
た
。
情
阻
隔
で
、
永
ら
く
行
商
し
て
い
る
ご
と
を
誇
り
と

す
る
風
習
を
生
じ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
旦
(
楚
七
国

の
乱
に
無
塩
氏
か
ら
草
資
金
の
調
達
を
た
つ
け
た
長
安
市
中
円
一
大
小
諸
伎
の

逸
話
は
、
わ
が
国
徳
川
末
期
に
お
け
る
諸
滞
L
ζ

蒙
商
と
の
関
係
を
連
想
さ

せ
る
も
の
が
あ
る
。
司
馬
濯
が
守
口
う
よ
う
に

素
封
家
た
b
は
、
い
ず
れ
も
爵
邑
保
款
が
あ
っ
た
り
、
法
律
を
悪
周

L
表
計
な
め
ぐ
ら
し
た
り
し
た
結
果
と
し
て
富
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。

す
べ
て
も
の
ご
と
の
道
理
を
お
し
は
か
つ
て
進
退
行
動
し
、
時
勢
に
順

応
し
て
利
益
を
得
、
商
の
末
利
を
も
っ
て
産
を
な
し
、
政
の
木
利
を
も

っ
て
こ
れ
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

富
を
得
る
に
は
ど
ん
な
職
業
で
も
よ
く
、
財
貨
も
常
に
特
定
の
持
ち

主
e

か
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
才
能
あ
る
者
に
は
財
貨
が
東
ま
り
、
不
肖



の
者
に
は
蓄
積
し
た
阿
賀
き
え
た
ち
ま
ち
消
散
し
て
し
ま
う
。
千
金
の

家
は
-
都
邑
の
君
一
七
に
匹
敵
し
、
日
万
の
宮
去
は
王
者
と
享
楽
を
阿
じ

4
 

く
す
る

こ
と
が
で
き
た
ρ

素
封
家
た
も
の
常
利
は
、
堂
々
之
行
わ
れ
土
。
営
利
行

為
そ
の
も
の
は
、
な
ん
ら
非
難
・
排
斥
さ
れ
る
理
由
を
も
た
な
い
。
貧
肢

を
撒
い
一
目
貴
を
求
め
る
の
は
人
情
白
自
然
で
は
な
い
か
。

か
の
千
束
の
王
、
万
円
の
侯
、
百
室
の
仰
大
犬
で
さ
え
、
な
お
貧
乏

を
う
れ
え
る
の
で
あ
る

u

ま
し
て
四
夫
編
戸
の
庶
民
に
お
い
て
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う

ω

ま
こ
と
に

き

天
下
は
隅
々
と
和
楽
し
て
、
み
な
利
の
た
め
に
米
り
、

天
下
は
壌
々
と
入
り
乱
れ
て
、
み
な
利
の
た
め
に
往
く
。

の
で
あ
る
。
営
利
が
人
間
の
経
済
行
為
に
刺
戟
を
与
え
、
そ
れ
が
も
と
に

な
っ
て
経
済
社
会
全
体
の
調
和
的
運
行
が
同
然
に
実
現
き
れ
る

3

商
業
の

み
が
営
利
行
為
で
は
な
い
。
清
廉
を
称
き
れ
る
官
吏
も
、
軍
陣
に
命
が
け

の
功
名
を
立
て
る
壮
士
も
、
な
ら
ず
も
の
の
青
少
年
も
、
遊
星
の
立
た
ち

も
‘
滋
閑
の
貴
公
子
た
b
も
、
医
卜
星
相
の
人
た
ち
も
、
す
べ
て
皆
、
そ

の
訂
動
の
目
標
は
宮
を
求
め
貨
を
益
す
に
あ
る
。
商
業
だ
け
が
営
利
目
的

。
ゆ
え
に
非
難
排
斥
せ
ら
れ
、
ま
た
商
業
人
が
軽
蔑
せ
ら
れ
、
自
ら
も
卑

下
す
る
必
要
ほ
全
〈
な
い
。
司
馬
遷
は
さ
ら
に
言
う
。

も
し
家
が
貧
し
く
、
親
が
午
老
い
妻
子
も
、
虚
弱
で
、
時
節
時
節
の

祖
先
の
祭
利
も
で
き
ず
、
親
戚
知
人
ら
の
醸
金
に
よ
っ
て
飲
食
被
服
L
、

司
馬
遣
の
商
業
飼

世
間
並
み
に
つ
き
あ
う
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
な
ど
、
こ
の
よ

う
な
さ
ま
で
い

τ、
な
お
恥
と
し
な
い
江
ら
、
も
は
や
人
泥
み
に
扱
う

す
べ
は
な
い
。
き
れ
ば
財
肢
の
な
い
も
の
は
労
働
し
、
や
や
財
産
の
あ

る
も
り
は
、
知
能
を
は
た
ら
か
し
て
姫
そ
う
と
し
、
す
で
に
財
産
の
ゆ

た
か
な
も
の
は
、
闘
機
を
h
ら
っ
て
利
を
争
お
う
と
す
る
。
こ
れ
が
そ

の
大
筋
で
あ
る
。
縦
穴
の
奇
士
の
よ
う
な
お
こ
な
い
も
な
く
、
い

つ
も
貧
賎
で
し
か
も
好
ん
で
仁
義
を
活
る
の
は
、
ま
た
恥
ず
べ
き
こ
L
乙

で
あ
る
。
お
し
な
べ
て
下
々
の
庶
民
と
い
う
も
O
は
、
相
手
。
富
が
自

分
の
十
倍
で
あ
れ
ば
卑
下
し
、
百
倍
で
あ
れ
ば
畏
れ
は
ば
か
り
、
千
併

で
あ
れ
ば
喜
ん
で
使
わ
れ
、
万
倍
で
あ
れ
ば
そ
の
奴
僕
に
も
な
り
下
が

る
の
が
自
然
自
勢
い
で
あ
る
。
こ
と
わ
ざ
に
「
貧
を
も
っ
て
宮
を
求
め
一

し

る
に
は
、
農
は
工
に
如
か
ず
、
工
は
商
に
如
か
ず
、
繍
文
を
刺
す
は
市
門

に
侍
る
に
如
か
す
。
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
末
業
主
い
わ
れ
な
が
ら
、
尚

工
が
貧
乏
人
に
と
っ
て
金
持
に
な
る
道
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
。
彼
に
よ
れ
ば
貧
賎
こ
そ
恥
ず
ベ
会
決
態
で
あ
る
。
な
ぜ
な
れ
ば
、
貧

賎
は
、
労
働
や
知
能
や
識
見
の
欠
如
，
不
足
を
み
づ
か
ら
表
明
す
る
よ
号

な
も
の
で
あ
る
か
ら
。
司
馬
連
は
ま
た
、
寧
成
を
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語

ら
せ
て
い
号
。

仕
官
し
て
二
千
右
の
身
分
に
な
れ
ず
、
商
売
し
て
千
万
金
を
蓄
え
ら

5
 

れ
な
く
て
は
、
ど
う
し
て
人
並
み
と
言
え
よ
う
。

く

ら

し

と
。
古
仕
え
L
な
い
身
で
安
楽
な
生
活
が
で
き
る
「
素
対
家
」
た
も
の
衿

持
は
、
ま
さ
に
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
九
O
巻

ノ1、

第
二
号

六
五



可
馬
遣
の
商
業
同

ω
引
仲
間
は
荷
載
ら
と
共
に
越
王
勾
践
の
重
凶
で
あ
っ
た
。
旧

ι

置
は
の

b
に
一
商
業
人
と
し
て
私
的
個
別
経
済
の
上
に
貨
舶
の
情
在
試
み
た

が
、
計
然
は
こ
れ
を
一
国
の
経
済
政
策
と

L
C
実
施
し
た
ο

ω
穂
結
文
雄
、
先
秦
経
済
厄
想
史
論
参
照

例
天
下
巴
干
高
祖
乃
令
賢
人
不
待
衣
統
栗
平
重
租
税
以
固
博
之
孝
志

品
目
時
為
天
下
初
定
復
弛
荷
山
JA待
状
い
市
井
之
「
孫
亦
不
畑
町
仕
官
為

吏
(
平
内
氏
〕

川
刊
貨
駈
列
伝
に
よ
っ
て
両
者
の
所
得
を
比
較
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。
(
十
四
頁
〉

つ
到
配
一
引
到
引
引
引
配
一

一
駅
到
司
削
剥
川
副
引
配
引
副
司
む
一

一
素
封
家
一
事
業
収
品
一
資
産
一
収
益
率
二
割
二
心
万
銭
一

一

一

一

一

ロ

ワ

万

銭

一

一

一

向
史
記
酷
吏
列
伝
第
六
十
二
(
四
五
)

商
業
と
政
治
と
の
関
連
に
つ
い
て

先
に
み
た
よ
え
ノ
に
、
山
下
説
に
よ
る
主
、
司
馬
遷
が
生
れ
た
の
は
武
帝

建
元
六
年
(
E
C
一
三
五
年
)
で
あ
り
、
武
帝
の
治
世
を
生
き
ぬ
い
て

昭
帝
の
始
一
冗
三
年
〈
B
・
C
八
四
年
)
に
い
た
っ
て
死
去
し
た
。
じ
た
が

っ
て
、
武
帝
の
抑
商
政
筑
は
、
ま
さ
に
司
馬
語
一
の
限
前
L
お
い
て
民
間
せ

ら
れ
士
こ
と
に
な
る
。
尚
設
の
社
会
経
済
刷
機
能
に
つ
い
て
、
ま
た
商

業
経
営
者
の
人
間
像
に
つ
い
て
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
明
確
な
認

蕗
九
む
巻

ノ1、

第
二
号

/、
ノ、

識
と
理
解
と
を
具
え
て
ト
た
司
応
遷
は
、
こ
の
「
商
議
受
難
」
の
歴
史
的

事
実
を
ど
の
よ
う
に
観
察
把
揮
し
、
商
業
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
意
見
を
も
っ
て
い
た
で
あ
る
う
か
。

ま
づ
平
準
害
に
よ
っ
て
、
武
帝
の
い
わ
ゆ
る
抑
向
政
策
そ
の
も
の
を
一

併
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
武
常
則
位
の
初
め
凶
ま
で
は
、
太
引
l

如刑事

の
余
択
を
う
け
て
、
政
府
も
人
民
も
お
し
江
ベ
て
肢
寓
な
比
践
に
あ
っ
た
。

司
馬
選
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

A
r
l
上
即
位
の
数
取
に
至
る
ま
で
、
改
良
り
て
七
卜
余
年
の
問
、
国
家

事
無
く
、
水
円
干
の
災
に
遇
う
に
非
ざ
れ
ば
、
民
は
則
ち
人
給
し
」
祝
日
ι
る。

都
耐
の
成
政
皆
な
柿
b

り
て
而
し
て
府
市
貨
財
を
余
す
。
故
に
人
々

uvよ
か

自
愛
し
で
法
を
犯
す
こ
、
と
を
東
り
、
行
誌
を
先
に

L
て
、
而
し
て
後
恥

tを

障
を
仙
川
く
。
此
の
時
に
当
り
て
、
網
疏
に
し
て
民
首
み
、
役
則
し
て
騎

溢
す
。
或
は
兼
井
戸
弘
党
の
徒
、
以
っ
て
郷
曲
に
武
断
す
る
に
至
る
c

と
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
と
た
び
武
帝
の
粒
極
外
交
策
が
実
施
せ
ら
れ
、
南
方

の
束
岡
両
越
、
四
商
売
、
朝
鮮
な
ど
と
事
を
杭
ぇ
、
こ
と
に
旬
以
と
の

和
親
関
係
を
絶
っ
て
戦
争
状
態
に
入
り
、
し
か
も
そ
れ
が
長
期
戦
の
様
相

を
呈
し
て
く
る
と
、
俄
然
財
政
難
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
(
武
帝
は
)

百
万
手
を
つ
く
し
て
財
政
資
金
の
調
達
に
附
心
宇
る
こ
と
と
な
る
。
と
こ

る
が
、

白
商
大
賀
戒
は
財
を
附
め
貧
官
役
し
、
転
職
百
数
、
廃
居
し
て
芭
に

居
く
。
封
君
、
皆
な
首
を
低
れ
て
給
を
仰
く
ご
治
鋳
4
1
邸
、
財
或
は
万

金
を
累
ね
て
、
而
し
て
国
家
の
急
を
仇
け
ず



と
い
う
状
仰
で
あ
っ
た
。
こ
の
、
常
設
述
巾
の
利
己
的
、
非
協
力
的
な
態

広
が
武
惜
の
逆
鱗

r
ふ
れ
丸
氏
v

怖
が
い
よ
い
よ
商
議
州
民
に
長
り
出
す
こ

L

よ
と
な
る
。
塩
鉄
専
売
、
商
人
白
川
相
車
将
銭
に
対
す
る
主
謀
、
作
掃
の

決
、
貨
幣
私
鉛
の
禁
止
、
均
輸
平
取
の
法
な
ど
‘
一
注
目
商
業
政
策
に

よ
っ
て
、
「
刊
賀
中
家
以
上
大
半
破
る
」
L

に
い
う
状
態
と
な
っ
た
。
こ
う

し
て
、
従
来
素
封
家
た
ち
が
粒
々
々
γ刊
し
て
払
川
和
し
、
所
有
し
て
い
た
財

産
の
多
く
が
国
庫
に
没
収
せ
ら
れ
、
そ
白
う
え
、
同
業
の
機
能
も
主
た
、

政
府
み
づ
か
ら
と
れ
を
担
当
し
、
商
1
仇
利
潤
を
出
席
に
奪
い
取
る
こ
と
と

な
っ
た
。
か
の
刀
聞
や
剛
史
な
ど
名
だ
た
る
素
封
家
た
b
も
没
悼
の
世
き

日
に
あ
っ
た
こ
と
は
一
一
面
う
ま
で
も
な
い
c

自
己
の
眼
前
に
展
開
官
ら
れ
た
、
な
ま
た
ま
し
い
「
向
抗
出
減
」
の
歴

史
的
事
実
主
、
司
馬
遷
は
ど
う
受
け
と
っ
た
で
あ
ろ
う
か

b

司
馬
遷
は
m
H
殖
列
伝
の
中
で
、
つ
き
の
」
う
に
諮
っ
て
い
る

2

最
長
口
の
政
治
家
は
民
の
好
4
の
ま
ま

r従
レ
、
次
需
の
此
治
家
は
利

益
を
も
っ
亡
民
を
導
美
一
、
こ
れ
に
つ
ぐ
政
治
家
は
人
民
を
救
講
し
、
さ

ら
に
こ
れ
に
つ
ぐ
政
治
家
は
人
民
を
統
制
し
、
も
っ
と
も
州
な
い
政
治

家
は
人
民
主
争
う
の
で
あ
る
ω

と
。
ま
た
一
百
う
。

農
を
ま
っ
て
食
い
、
民
を
ま
っ
て
材
を
出
し
、
工
を
ま
っ
て
加
工
し
、

商
を
ま
っ
亡
有
無
を
通
ず
る
。
こ
れ
は
何
と
政
教
や
徴
発
玄
刷
会
叫
刊

m
k誠
一
止
な
と
の
お
役
所
仕
事
が
あ
コ
て
、
は
じ
め
て
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
だ
ろ
う
か
。
人
民
が
お
の
お
の
そ
の
能
力
の
ま
ま
に
、
そ
の
力
を
つ

司
馬
遷
の
商
業
慨

く
し
て
、
欲
す
る
も
の
を
得
ょ
う
と
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た

ひ

く

ん

自

が
っ
て
物
の
値
が
低
い
と
き
に
は
や
が
て
市
く
な
り
、
市
い
と
き
に
は

や
が
て
恢
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
お
の
お
の
そ
の
業
に
は
げ
み
、
そ
り

仕
事
を
楽
し
む
と
と
、
水
の
侭
き
に
つ
く
よ
う
に
日
夜
休
む
こ
と
が
な

く
、
物
は
招
か
ず
し
て
お
の
つ
か
ら
集
ま
り
、
求
め
ず
し
て
民
は
お
の

づ
か
ら
川
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な
ん
と
、
も
の
の
道
珂
に
合
っ
た
日

然
の
あ
ら
わ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
。
ニ
つ
の
一
文
字
の
う
ち
、
始
め
の
方
で
は
経
済
統
制
を
再
定
す
る
志
向

を
明
ら
か
に
し
、
あ
と
の
文
で
は
統
制
な
き
日
由
紳
済
社
会
に
お
け
る
自

然
的
調
和
を
賛
美
し
て
い
る
。
司
馬
遣
の
す
る
ど
い
批
判
精
神
に
つ
い
て

は
、
本
市
町
一
は
し
が
き
で
ふ
れ
て
お
い
た
】
そ
れ
に
し
て
も
、
漢
朝
牒
代

の
中
で
も
最
も
専
制
的
な
武
帝
の
政
治
方
針
、
と
〈
に
そ
の
経
済
統
制
を

は
(
っ
向
ろ
か
ら
批
判
し
、
政
治
と
し
て
最
f
作
り
も
の
だ
と
い
う
。
司
馬

涯
に
一
史
家
の
身
と
し
て
実
に
果
敢
な
言
論
を
史
書
。
上
に
残
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
、
そ
の
武
帝
の
在
位
中
に
大
部
分
の
制

述
を
掛
え
た
史
記
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
述
べ
よ
う
と
し
て
述
べ
得
な
か

っ
た
事
柄
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
主
に
か
く
山
人
記
そ
の
も
の
を
後

此
に
遣
さ
ん
が
た
め
に
や
む
を
え
ず
割
愛
削
除
し
た
部
分
も
あ
っ
た
こ
と

k
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
の
態
度
で
、
彼
一

流
の
客
観
的
な
税
角
か
ら
「
事
実
」
の
記
録
と
し
て
史
記
に
お
さ
め
て
い

る
文
章
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
前
後
の
文
脈
か
ら
推
し
て
彼
の
真
意
を

察
す
る
こ
と
が
悶
難
で
な
い
場
合
も
あ
る
。
行
聞
に
秘
め
ら
れ
た
被
の
怠

第
九
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司
馬
遷
の
商
業
観

図
を
汲
み
と
る
こ
と
が
、
た
だ
史
記
D

一
一
言
一
句
を
字
義
通
り
に
解
釈
す

る
こ
と
に
終
始
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
司
馬
遷
自
身
白
期
待
に
副
う
ゆ
え

ん
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
太
史
公
自
序
に

貨
幣
の
流
通
は
農
商
白
交
易
を
通
ず
る
方
便
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

来
て
は
、
巧
智
を
も
て
あ
そ
ん
で
上
地
尉
産
の
兼
併
が
ま
す
ま
す
殖
え
、

投
機
の
利
佐
争
い
、
本
業
の
農
を
す
て
て
末
利
の
商
に
走
る
こ
と
と
な

る
。
よ
っ
て
平
準
書
(
第
八
)
を
作
り
事
物
の
変
遷
生
観
察
し
た
。

と
彼
は
さ
り
げ
な
く
語
っ

τい
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
も
あ
か
ら
さ
主
な
政

治
批
判
を
回
避
す
る
配
耐
胞
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
平
準
書
の
焦

点
は
、
む
し
ろ
武
帝
の
軍
国
主
義
的
な
統
制
経
済
政
策
の
変
遷
を
観
察
究

明
し
、
冷
や
か
な
批
判
を
行
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
見
て
も
誤
り
で
は
な

か
ろ
ラ
。
そ
の
一
つ
の
例
証
と
し
て
御
史
大
夫
卜
式
の
言
を
平
準
需
の
中

r見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち

式
既
に
位
に
在
り
。
郡
国
、
多
く
は
、
県
官
の
塩
鉄
を
作
る
こ
と
を

め

た

も

た

か

し

使
と
せ
ず
、
鉄
器
苦
訴
に
し
て
買
貴
く
、
或
は
彊
い
亡
民
を
し
て
之
を

売
買
せ
し
め
、
而
し
て
船
に
算
あ
り
て
商
者
少
く
、
物
貴
き
を
見
て
、

乃
ち
孔
借
に
因
り
て
、
船
算
の
事
を
言
う
。

主
た
、ト

式
一
三
回
っ
て
日
く
、
「
県
官
、
当
に
組
に
食
い
、
税
に
衣
る
べ
き
の

み
ロ
今
弘
羊
、
吏
を
し
て
市
列
障
に
坐
し
て
、
物
を
販
ぎ
て
利
を
求
め

L
む
。
弘
羊
を
千
ば
、
天
、
乃
ち
雨
ふ
ら
ん
」
と
。

思
う
に
、
こ
の
卜
式
の
一
計
業
は
事
実
こ
の
ま
ま
に
卜
式
の
口
か
ら
出
た
か

第
九
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六
八

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
モ
白
言
葉
を
史
記
に
枇
吐
、
し
か
も
平
準
君
白

結
び
の
場
所
に
布
置
し
た
の
は
司
馬
遼
で
あ
る
。
こ
れ
ら
り
言
葉
は
、
少

な
く
と
も
司
馬
遷
の
意
中
を
後
世
に
伝
え
る
べ
き
使
命
を
担
わ
さ
れ
て
、

こ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、

k
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

司
馬
遷
が
経
済
統
制
を
否
定
し
、
商
業
国
営
に
賛
成
し
な
い
の
は
、
自

由
主
義
的
な
思
想
的
立
場
か
ら
だ
吋
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
さ
ぎ
の
卜

式
の
一
言
葉
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
経
済
統
制
や
商
業
国
営
か
ら
現
実
に
派

生
し

τき
士
、
経
済
的
あ
る
い
は
朴
会
的
な
弊
害
、
担
鉄
専
完
や
均
輸

平
準
な
ど
の
政
策
に
よ
っ
て
商
業
経
済
扉
が
表
減
に
翻
し
た
だ
け
で
な
く
、

国
民
生
活
も
ま
た
大
混
乱
に
お
も
い
っ
た
、
と
い
う
事
実
も
重
要
な
根
拠

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
も
骨
も
変
ら
ぬ
こ
と
な
が
ら
古
僚
社

会
。
腐
敗
1
1経
済
に
附
す
る
場
合
に
は
と
く
に
深
刻
と
な
る
ー
ー
も
そ

の
一
つ
の
根
拠
と
考
え
ら
れ
る
。
酢
官
民
列
伝
に
み
ら
れ
る
武
帝
主
張
渇
と

前川町

の
対
話
な
ど
は
、
己
の
聞
の
消
息
か
伝
え
て
い
る
。
司
馬
遷
は
ま
た
、
平

a
 

準
書
の
中
で
し
ば
し
ば
経
済
官
僚
の
腐
敗
を
指
摘
し
て
い
却
。
官
界
と
経

済
界
と
は
本
来
別
個
の
社
会
で
あ
る
べ
き
で
、
経
済
界
の
人
聞
は
政
治
に

タ
V

チ
す
べ
き
で
な
い
、
と
可
同
遷
は
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点

も
ま
た
、
経
済
統
制
、
商
業
国
営
に
反
対
す
る
一
つ
の
根
拠
と
み
ら
れ
る
。

政
府
が
経
済
統
制
、
商
業
問
常
な
E
に
来
り
出
す
の
が
不
当
で
あ
る
主

吉
川
う
の
な
ら
、
政
府
は
同
民
の
経
済
活
動
、
と
く
に
肉
事
活
動
に
つ
い
て

投
交
捗
、
無
関
心
で
あ
る
べ
き
か
、
L

乙
言
え
ば
、
司
馬
濯
の
答
は
あ
な
が

ち
そ

h

つ
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
度
最
衡
制
度
の
統
一
刊
、
貨
幣
制
度
の
制



、〆

定
と
貨
幣
価
値
の
安
定
、
交
通
路
や
交
通
機
関
の
繋
航
引
な
ど
は
、
民
聞
の

商
事
活
動
の
発
達
を
叫
成
、
促
進
す
る
た
め
に
、
当
然
政
府
が
と
り
上
げ

る
べ
き
尚
楽
経
済
政
策
で
あ
る
と
す
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
等
に
お
け
る

「
安
価
な
政
府
」
の
概
念
の
よ
う
に
、
行
政
の
限
界
は
こ
の
へ
ん
ま
で
、

と
彼
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

川

w
漢
書
貨
殖
列
伝
六
十
一
(
九
rA)

ω
上
向
調

H
五
同
所
為
買
人
珊
先
知
之
益
回
其
物
是
類
有
は
吾
謀
告
之

者
湯
不
謝
湯
V
A
詳
鷲
出
回
宜
有
(
酷
十
一
頁
)

川

w

例
え
ば
、
興
利
之
巨
自
此
始
也
。
貫
道
雑
阿
多
端
則
官
職
耗
廃
。

除
故
塩
鉄
家
者
為
吏
吏
道
品
雑
不
法
而
多
賢
人
主
人
。
県
宵
当
世
租
衣

税
山
巴
へ
7
弘
羊
令
吏
坐
市
列
睡
眠
物
求
利
幸
弘
羊
夫
乃
雨
な
ど
。

凶
泰
始
皇
本
紀
詰
六
一
法
度
街
石
立
尺
遠
遡
同
度
。
封
禅
書
第
六

尚
書
日
舜
同
神
度
畳
柵

ω
平
盟
書
第
入
相
一
又
列
伝
第
五
一
九
(
楚
)
荘
一
一
一
以
為
幣
軽
一
一
史
以

小
為
大
百
姓
不
便
皆
去
其
菜
市
令
一
=
H

之
相
(
孫
叔
殻
)
岡
市
乱
民
其

安
其
処
抗
行
不
足
(
一
一
貝
)

川
W

宰
文
本
記
第
十
孝
文
皐
部
臨
天
下
通
関
梁
不
具
遠
方
。
孝
景
木

紀
第
十
一
復
置
津
問
用
伝
出
入
。
貨
舵
列
伝
漢
興
海
内
為
一
閑

閑
染
弛
山
沢
之
林
市
川
正
以
富
商
大
凶
周
流
天
下
交
易
之
物
宴
不
通
得
其

所
欲

む

U' 

す

司
馬
遣
の
商
業
飢

商
業
の
社
会
・
経
済
酌
機
能
に
つ
い
て
の
一
認
識
自
党
に
Y
っ
て
商
業
人

は
常
利
活
動
を
行
う
。
そ
の
機
能
を
担
当
実
践
す
る
た
め
に
‘
商
呆
鮮
営

者
と
し
て
白
も
ろ
も
ろ
の
能
力
や
徳
性
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
u

換
言
す
れ

ば
、
商
業
経
営
者
た
る
に
値
す
る
能
力
・
徳
性
を
欠
〈
者
で
は
、
商
業
の

社
会
-
経
済
的
機
棺
を
呆
す
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

商
業
白
木
質
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
な
く
、
商
業
の
営
利
性
と
い

う
よ
う
な
現
象
固
に
の
み
着
目
し
て
、
経
済
に
対
す
る
統
制
を
推
し
進
め

商
業
の
国
営
を
強
お
し
た
と
こ
ろ
に
、
武
帝
の
前
楽
経
済
政
策
の
畑
山
本
的

誤
謬
が
あ
っ
た
ω

商
業
経
営
者
た
る
資
質
を
欠
き
、
商
業
白
木
質
に
つ
い

て
の
迎
解
も
な
い
官
僚

ιち
に
商
業
経
済
行
政
を
委
ね
た
が
た
め
に
、
弊

害
は
今
回
情
深
刻
に
な
っ
た
。
尚
業
の
常
利
性
に
日
を
奪
わ
れ
て
尚
染
利
潤

を
国
家
の
も
の
と
し
た
か
ら
、
財
政
収
入
の
上
で
の
プ
ラ
ス
は
確
か
に
み

る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
n

だ
が
そ
の
反
回
、
商
業
の
社
会
・
経
済
的
機
能

は
停

ι
L
、
国
民
の
経
済
生
活
、
も
ま

t
流
通
出
か
ら
麻
押
状
態
に
陥
り
、

財
政
上
の
プ
ラ
ス
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
守
イ
ナ
ス
一
を
も
た
ら
し
た
。

史
記
百
コ
一
十
篇
を
通
じ
て
司
馬
避
の
商
業
に
関
す
る
意
見
を
抽
出
し
、

私
な
り
に
ま
と
め
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る

Q

太
史
公
自
序
の
彼
の
一
一
言
葉

を
か
か
げ
て
小
柄
を
む
す
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

ほ
い
ひ
つ
釘

無
位
無
冠
の
布
衣
匹
夫
が
、
政
治
を
中
一
同
せ
ず
、
百
姓
を
妨
げ
ず
、
時
立

に
従
っ
て
売
買
し
、
川
誌
を
ふ
や
す
の
は
、
貨
殖
の
道
で
あ
る
。
智
者

も
見
な
ら
っ
て
そ
う
し
た
逝
を
主
る
こ
、
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
貨
殖
列
伝

(
第
六
十
九
)
を
作
る
。
|
|
=
一
七
回
三
三
0
1
|
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